
適応症 (温泉が効く疾患及び症状 )

筋肉又は関節の慢性的な痛み又はこわばり

（関節リウマチ、変形性関節症、腰痛症、神経痛、

五十肩、打撲、捻挫などの慢性期）

運動麻痺における筋肉のこわばり　冷え性　末

梢循環障害　

胃腸機能の低下（胃がもたれる、腸にガスがた

まるなど）

軽症高血圧　耐糖能異常（糖尿病）

軽い高コレステロール血症

軽い喘息又は肺気腫　痔の痛み

自律神経不安定症

ストレスによる諸症状（睡眠障害、うつ状態など）

病後回復期　疲労回復　健康増進

禁忌症
（入浴を　控えた方がいい疾患及び
症状）

病気の活動期（特に熱のあるとき）　活動性の結

核　進行した悪性腫瘍又は高度の貧血など身体

衰弱の著しい場合　少し動くと息苦しくなるよ

うな重い心臓又は肺の病気　むくみのあるよう

な重い腎臓の病気　消化管出血　目に見える出

血があるとき　慢性の病気の急性増悪期

ようこそ！　

りんごが浮かぶ美肌の湯

独特な泉質モール泉の

　　　　りんご温泉へ！

【運営会社　㈱朝日町総合産業開発】



　日本で一般的に言われる温泉というの

は、 【火山性温泉】 ですが、 このりんご温

泉は、植物性の成分も多く含む 「モール泉」

（植物性温泉） という珍しい温泉です。

　古代の海に生えていた海草 ・藻などの

海藻系の植物や、 陸から流れ出した木の

葉などが、 火山灰などの堆積物 （たいせき

ぶつ） により閉じ込められ、 何億年という

長い年月をかけて圧力や経年変化で 「フミ

ン酸」 という有機酸になりました。
　植物性のまろやかな湯なので皮膚に優し

く、 また、 皮膚への浸透性もよいので血

液の循環を促進させ、 すぐに体が温まりま

す。

　しかも、 りんご温泉の周辺は太古の昔

海だったため、 塩分濃度が高い 「ナトリウ

ム－塩化物強塩温泉」 という泉質に分類さ

れており、 保湿性が高く、 湯ざめもしにく

いあったまりの湯となっています。

　このように、 お肌にとっても良く、 天然

の保湿成分も多く含んでいるため、 りんご

温泉のお湯は 「美肌の湯」 と言われてい

ます。

　そのフミン酸などが元となった温泉が、

「モール泉」 （植物性温泉） と言われてい

るものです。

　りんご温泉の 「モール泉」 のお湯は日に

よって、 乳白色～緑色～茶色～黒色といっ

た色に変化したりしており、 とても独特な

温泉です。

　湯船に漂う黒色又は茶色の浮遊物は温

泉成分が地中から開放されて酸素と結び

ついて成長したもので、 通称 「湯花」 と

言れるものです。

　「フミン酸」 自体は甘く芳しい匂いがす

るのですが、 りんご温泉の場合は、 他の

物質との関係で 「アブラ臭」 が勝っていま

す。

　これは地中にあるピート （泥炭層） の香

りで、 オイルランプのような香りや、 アイ

ラウイスキーの香りに似ているとも言われ

ています。

１　モール泉 （通称） ３　独特の香り

２　美肌の湯
　　（天然のミネラルソルトバス）

４　湯花

土･火山灰 木・葉など

藻・海草など　

さらに長い

　年月をかけて…

閉じ込められる

分解され

「フミン酸」ができる
それらが地下水に

　　　溶け込み…
地下水

地熱で温められる

りんご温泉の

　 源泉に！

温泉

流されていく

※図はイメージです。


